
特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④

区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政
と
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政
と
区
役
所
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
試
み

区
役
所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
モ

デ
ル
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１

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政
と
区
役

所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能

①
－
区
役
所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
と
は

　
現
在
、
横
浜
市
で
は
十
八
区
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
民
参

加
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
に
基
づ
き
、
区
役
所

が
中
心
と
な
り
、
地
域
施
設
づ
く
り
、
地
域
の
構
想

づ
く
り
、
市
民
活
動
の
支
援
等
の
ベ
ー
ス
事
業
を

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
の
事
業
手
法
に
よ
り
展
開
す

る
と
い
う
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
行
政
と
は
、
「
市
民
へ
の
一
方
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
様
々
な
市
民
と
十

分
な
対
話
を
し
な
が
ら
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
行
政
の

ス
タ
イ
ル
を
い
う
」
（
「
市
民
参
加
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
報
告
書
し
。
実
際
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

Ａ
地
域
を
よ
く
知
る
、
Ｂ
参
加
の
機
会
を
開
く
、
Ｃ

参
加
の
内
容
、
参
加
の
技
術
を
高
め
る
、
Ｄ
プ
ロ
セ

ス
重
視
の
合
意
形
成
、
Ｅ
「
よ
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
共
通
の
目
的
の
実
現
へ
向
け
て
、
と
い
う
五

つ
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
各
事
業
の
市
民
参
加

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
同
時

に
地
域
社
会
と
の
接
点
で
あ
り
最
前
線
で
あ
る
区
役

所
が
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機

能
を
強
化
す
る
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
で
も
あ
る
（
図
一

１
）
。
モ
デ
ル
事
業
は
、
身
近
な
地
域
施
設
、
市
民

活
動
支
援
、
地
域
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
等
多
彩
で
あ
る

が
（
表
－
１
）
、
担
当
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
事
業
目
的

が
達
成
さ
れ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
市
民
と

行
政
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
最
も
重
要
な
課

題
は
、
区
役
所
が
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
く
と
い

う
目
標
を
目
指
し
、
個
別
の
事
業
や
施
策
を
相
互
に

つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
用
意
し
た
り
、

創
出
し
て
い
く
役
割
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
）

を
内
部
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

②
－
持
続
可
能
な
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
を

　
　
求
め
て

　
今
回
の
モ
デ
ル
事
業
の
多
く
は
、
公
募
制
の
導
入

に
よ
り
関
心
の
あ
る
市
民
へ
参
加
の
機
会
を
開
い
て

い
る
。
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
公
募
市
民
と
地
域
の
役

職
者
と
が
参
加
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
交
流
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
市
民
層
が
事
業
実
施
の
場
面
に

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政

参
加
で
き
る
機
会
を
作
っ
た
こ
と
は
、
区
役
所
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
大
き
な
改
善
を
も
た
ら
し
た
。

　
ま
た
、
以
下
の
今
井
地
区
セ
ン
タ
ー
の
事
例
に
み

る
よ
う
に
、
区
役
所
と
市
民
と
の
接
点
を
重
視
し
た

参
加
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
三
局
六

課
の
庁
内
調
整
会
議
を
常
時
実
施
し
た
。
局
主
導
の

事
業
の
場
合
に
は
こ
う
し
た
行
政
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
局
間
調
整
の
で
き
る
セ

ク
シ
ョ
ン
（
モ
デ
ル
事
業
で
は
企
画
局
、
市
民
局
、

都
市
計
画
局
の
三
局
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
行
っ
て
い

る
）
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ

ル
事
業
の
展
開
の
中
で
見
え
て
き
た
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
地
域
社
会
の
合
意
形
成
機
能
の
成
熟
化
と
そ

れ
と
の
連
携
を
可
能
と
す
る
「
持
続
可
能
な
地
域
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

地
域
社
会
自
身
が
何
を
課
題
と
し
、
ど
の
よ
う
な
解

決
へ
の
見
通
し
を
も
て
る
の
か
、
区
役
所
と
市
民
に

よ
る
課
題
の
共
有
化
と
解
決
の
た
め
の
主
体
の
役
割

や
責
任
を
常
時
調
整
す
る
機
能
で
あ
る
。
地
域
運
営

に
か
か
わ
る
市
民
の
継
続
的
な
主
体
と
そ
れ
を
支
え

る
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
形
で
可
能
な
の
か
。
以
下

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
あ
り
方
を
中
心
に

１２３



は
、
四
区
の
モ
デ
ル
事
業
を
事
例
と
し
て
、
区
役
所

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
持
と
う
と
し
て

い
る
か
の
紹
介
と
課
題
の
整
理
で
あ
る
。

　
「
今
井
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
」
、
市
民
同
士
、

区
役
所
内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
か
ら
始
め
て

い
る
「
鶴
見
大
百
科
事
典
」
（
仮
称
）
編
纂
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
、
横
浜
市
立
大
学
の
地
域
資
源
と
し
て

の
調
査
・
研
究
機
能
を
活
用
し
た
「
横
浜
金
滞
地
域

総
合
研
究
集
団
」
、
地
域
情
報
の
収
集
、
地
域
課
題

の
共
有
化
、
課
題
解
決
へ
の
動
き
を
「
地
区
懇
談
会
」

　
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
の
形
で
行
っ
て
い
る

戸
塚
区
の
事
例
を
分
析
し
、
持
続
可
能
な
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
モ
デ
ル
を
考
察
し
て
み
る
。

　
な
お
、
今
回
の
考
察
は
、
区
役
所
と
市
民
の
関
係

や
仕
組
み
（
シ
ス
テ
ム
）
を
ど
う
つ
く
り
、
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
た
か
を
分
析
し
た
も
の
で
、
モ
デ
ル

事
業
の
評
価
で
は
な
い
。
こ
の
仕
組
み
を
踏
ま
え
て
、

ど
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
立
て
、
合
意
形
成
を

し
て
い
っ
た
か
は
、
主
管
す
る
三
局
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
の
報
告
書
に
譲
り
た
い
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
試
み

①
－
「
今
井
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
」
と
庁
内

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
－
建
設
委
員
会
プ
ロ
グ

　
　
ラ
ム
の
工
夫
と
事
業
関
係
部
局
間
の
調
整

ア
建
設
委
員
会
の
概
要

　
今
井
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
と
の

合
築
に
よ
り
、
平
成
十
一
年
度
初
頭
の
開
館
を
め
だ

し
て
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
八
年
度

は
、
基
本
計
画
・
基
本
設
計
が
建
築
局
よ
り
発
注
さ

れ
て
い
る
段
階
で
あ
っ
た
。

パートナーシップ推進モデル事業の目指すもの

～パートナーシップ型行政による地域課題の解決～

図‐１

新たな市民参加行政従来型市民参加行政

表‐１　パートナーシップ推進モデル事業一覧（8～10年度実施）
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地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
は
、
従
来
か
ら
建
設

委
員
会
方
式
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
意
向
を
一
定
程

度
取
り
入
れ
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る

が
、
今
回
は
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の
建
設
委
員
会

の
持
ち
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公
募
制
の

導
入
に
よ
る
参
加
層
の
拡
大
や
、
委
員
と
の
協
働
作

業
型
の
話
し
合
い
手
法
の
導
入
、
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
地
域
の
声
の
収
集
な
ど
に
よ
り
、
一
層
密

度
の
濃
い
や
り
と
り
を
行
い
、
計
画
へ
の
反
映
を
試

み
た
。
そ
の
結
果
後
述
す
る
よ
う
に
委
員
会
回
数
の

増
加
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
と
な
っ
た
。
ち

な
み
に
、
併
設
施
設
で
あ
る
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
地
区
懇
談
会

で
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、
本
建
設
委
員
会
へ
は

関
連
部
分
の
調
整
と
い
う
形
で
、
間
接
的
な
参
加
と

な
っ
た
。

　
こ
の
事
例
は
、
局
の
事
業
に
対
し
て
区
役
所
が
ど

図‐２　今井地区センター建設委員会（建設計画段階）

の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
を
持
つ
べ
き

か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
調
整
が
必
要

か
、
調
整
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
庁
内
組
織
で
あ
る
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
庁
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
検
証
す
る
。

イ
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
今
井
地
区
の
意
見

の
集
約
の
場
と
し
て
の
建
設
委
員
会
を
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
運
営
す
る
か
を
決
め
、
か
つ
、
そ
れ

を
具
体
的
な
設
計
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
の
関
係
部
局

に
よ
る
調
整
組
織
で
あ
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
事
務
局
と
し
て
区
政
推
進
課
企
画

調
整
係
が
あ
た
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
事
業
主
体
と

し
て
市
民
局
地
域
施
設
課
、
建
築
主
体
と
し
て
建
築

局
庁
舎
施
設
課
の
他
、
後
に
、
施
設
運
営
に
関
わ
る

立
場
か
ら
区
役
所
地
域
振
興
課
が
参
加
し
た
。
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
整
備
に
関
わ
る
福
祉
局
高
齢
施
設
整
備

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政 図‐３　今井地区センター･ケアプラザ　プロセス・プログラムデザイン
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課
と
区
役
所
地
域
福
祉
課
は
併
設
施
設
と
し
て
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
的
立
場
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

モ
デ
ル
事
業
の
支
援
と
い
う
立
場
で
市
民
局
地
域
振

興
課
、
企
画
局
調
査
課
、
都
市
計
画
局
企
画
調
査
課

が
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
務
局
補
助
と
し
て

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、
施
設
設
計
を
担
当
と
す
る

設
計
事
務
所
が
加
わ
り
、
総
勢
十
五
名
強
と
い
う
体

制
で
あ
っ
た
（
図
－
２
）
。

ウ
建
設
委
員
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

　
こ
う
し
た
三
局
六
課
、
三
局
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
設
計
者
を
加
え
た
検
討
の
結
果
、

従
来
の
建
設
委
員
会
の
内
容
は
以
下
の
点
で
変
更
と

な
っ
た
（
図
－
３
参
照
）
。

・
設
計
案
検
討
の
前
に
地
区
セ
ン
タ
ー
と
は
何
か
、

こ
の
地
区
に
必
要
な
地
区
セ
ン
タ
ー
の
性
格
と
は
、

と
い
う
い
わ
ば
学
習
、
情
報
提
供
の
機
会
を
多
く
し

た
こ
と
。

・
意
見
や
要
望
を
、
建
設
段
階
の
み
な
ら
ず
、
運
営

段
階
も
含
め
て
期
待
集
の
形
で
ま
と
め
あ
げ
、
で
き

る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
こ
と
。

・
建
設
委
員
会
は
、
基
本
設
計
案
完
成
後
、
敷
地
で

地
元
の
住
民
へ
の
お
披
露
目
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
利
用
、
運
営
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
た
こ
と
。

エ
通
常
の
事
業
調
整
と
の
相
違
点

　
こ
う
し
た
事
業
調
整
の
進
め
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

方
法
と
ど
こ
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
頻
度
で
あ
る
。
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
的
な
も
の
も
含
め
て
計
十
三

回
開
催
さ
れ
た
。
加
え
て
建
設
委
員
会
が
七
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
準
備
段
階
か
ら
平
成

八
年
度
委
員
会
の
終
了
時
点
ま
で
約
十
ヶ
月
間
で
計

二
十
回
、
半
月
に
一
度
は
お
互
い
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
か
な
り
の
時
間
的
負
担
と
い
え
る
が
、

相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
時
間
を
積
み
上
げ
る

こ
と
で
自
然
に
局
と
区
、
局
と
局
が
真
意
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
本
音
の
議
論
が
展
開
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
参
加

し
て
い
っ
た
。
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
建

設
委
員
会
へ
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
の
進
行
役

を
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
割
り
振
る
な

ど
、
き
め
の
細
か
い
検
討
に
参
加
す
る
体
制
を
組
み
、

設
計
者
に
も
建
設
委
員
会
の
テ
ー
ブ
ル
で
の
議
論
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
、
提
案
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
つ
か

ん
で
も
ら
う
よ
う
努
め
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
行
政
組
織
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
が
役
割
分

担
を
行
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
い
う
性
格
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
主
張
が
異
な
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
区
役
所
と
し
て
は
よ

り
よ
く
利
用
さ
れ
る
施
設
の
開
設
か
ら
運
営
へ
と
軌

道
に
の
せ
る
こ
と
が
当
面
の
目
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、

事
業
局
サ
イ
ド
は
ど
う
し
て
も
設
計
を
ま
と
め
よ
う

と
す
る
意
識
が
強
く
な
る
。

　
そ
う
し
た
際
に
、
通
常
は
、
議
論
は
平
行
線
を
た

ど
り
、
最
終
的
に
一
方
が
折
れ
る
、
い
わ
ば
オ
ー
ル

オ
ア
ナ
ッ
シ
ン
グ
的
な
意
識
が
残
る
調
整
結
果
と
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
事
業
を
進
め
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
こ

と
は
当
然
と
し
て
、
「
利
用
さ
れ
る
施
設
」
と
い
う

目
的
に
向
け
て
の
調
整
が
進
め
ら
れ
る
時
、
は
じ
め

て
双
方
が
工
夫
を
し
、
で
き
る
で
き
な
い
で
は
な
い

第
三
の
解
決
策
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

②
－
「
鶴
見
大
百
科
事
典
（
仮
称
）
編
纂
ワ
ー
ク

　
　
シ
ョ
ッ
プ
」
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
い
区
民

　
　
お
よ
び
区
役
所
内
部
組
織
の
連
携
－

ア
人
の
輪
が
生
み
出
す
鶴
見
の
地
域
ま
ち
づ
く
り

　
鶴
見
区
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
「
つ
る
み
発
見
・
輪
が
街
発
展
事
業
」
と
称
し

て
い
る
。
情
報
収
集
段
階
と
し
て
の
平
成
九
年
度
は
。

　
「
鶴
見
大
百
科
事
典
（
仮
称
）
」
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
副
題
に
は
。
人
が
街

を
つ
く
る
”
と
あ
る
。

　
こ
の
事
業
と
し
て
の
最
終
成
果
（
平
成
十
年
度
）

は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
「
鶴
見
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア

魅
力
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
し
の
策
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
主
眼
と
事
業
の
特
徴
は
、
上
記
タ
イ
ト
ル
が
示

す
よ
う
に
、
む
し
ろ
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
参
加

者
同
士
の
連
携
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
公
募
に
よ
る
区
民
メ
ン
バ
ー

約
三
十
名
と
区
役
所
内
各
係
を
中
心
と
し
た
行
政
メ

ン
バ
ー
約
十
五
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
構
成
員
で
あ
る
区
民
お
よ
び
区

役
所
内
部
組
織
の
連
携
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
例
証

す
る
。

イ
区
民
連
携
の
基
礎
と
な
っ
た
「
鶴
見
ま
ち
か
ど

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
と
「
鶴
見
ま
ち
か
ど
発
見
塾
」

　
ま
ず
区
民
サ
イ
ド
の
連
携
に
つ
い
て
語
る
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
六
年
度
に
始
ま
っ
た
「
鶴
見
区
ま
ち
か
ど

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
に
時
を
戻
す
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
区
民

の
発
掘
と
啓
発
・
育
成
を
図
り
つ
つ
、
身
近
な
生
活

領
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
課
題
の
抽
出
と
具
体
的
な
地

域
整
備
事
業
へ
の
区
民
意
識
の
注
入
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
検
討
主
体
と
し
て
、
公
募
に
応

じ
た
区
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
の
が
「
鶴
見
ま
ち

か
ど
発
見
塾
」
で
あ
る
。

　
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
四
十
名
程
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
塾

活
動
と
は
別
に
テ
ー
マ
型
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
っ
た
り
、
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
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者
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー

も
塾
活
動
に
お
い
て
は
、
限
定
的
な
テ
ー
マ
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
言
に
よ
れ
ば
”
無

党
派
市
民
層
。
と
し
て
、
鶴
見
と
い
う
広
い
エ
リ
ア

を
視
野
に
入
れ
た
一
般
市
民
意
識
の
発
露
の
場
と
し

て
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
区
役
所
が
支
援
し
た
「
鶴
見
ま
ち
か
ど
発
見
塾
」

は
三
年
間
が
経
過
し
、
平
成
九
年
度
よ
り
自
主
運
営

グ
ル
ー
プ
と
し
て
自
立
し
た
。
そ
の
活
動
成
果
を
一

つ
一
つ
述
べ
る
こ
と
は
本
稿
の
主
旨
か
ら
は
ず
れ
る

の
で
割
愛
す
る
が
、
平
成
八
年
度
の
成
果
物
で
あ
る

　
「
歩
い
て
見
つ
け
た
鶴
見
の
原
石
シ
ー
ト
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
物
的
ま
ち
づ
く
り
資
源
の

発
掘
、
い
わ
ば
ハ
ー
ド
な
地
域
環
境
把
握
と
課
題
整

理
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
力
を
蓄
積
し

て
き
て
い
る
。

ウ
鶴
見
区
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
自
主
的
に
考
え
、
活

動
す
る
「
い
い
ま
ち
鶴
見
運
動
」

　
以
前
、
主
に
ま
ち
の
美
化
を
考
え
、
清
掃
活
動
等

を
実
践
し
た
「
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運
動
」
が
区
毎

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
運
動
を
広
く
ま
ち
の
魅

力
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
方
向
に
発
展
さ
せ
た
の
が

　
「
い
い
ま
ち
鶴
見
運
動
」
で
あ
る
。

　
こ
の
運
動
に
参
加
す
る
組
織
や
団
体
は
、
自
治

会
・
町
内
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ほ
か
、

地
元
企
業
、
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
鶴
見
の
包
括
的
な
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
九
年
度
に
鶴
見
の

魅
力
を
再
発
見
し
、
高
め
て
い
く
手
法
と
し
て
。

　
「
鶴
見
大
百
科
事
典
」
の
編
纂
が
企
画
さ
れ
た
。
そ

し
て
そ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
と
絡
め
、
一
般
区
民
を
巻
き
込

み
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
よ
り
広
い
区
民
連
携
と
ソ
フ
ト
な
地
域
ま
ち
づ

く
り
環
境
把
握
を
め
ざ
し
た
「
鶴
見
大
百
科
事
典
（
仮

称
）
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
「
鶴
見
大
百
科
事
典
（
仮
称
）
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
（
図
－
４
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
の
上
に
立
っ

て
、
さ
ら
に
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
高
い
市
民

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
、
特
に
福
祉
な
ど
の
ソ
フ
ト
な

領
域
へ
と
ま
ち
づ
く
り
視
点
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的

の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
を
見
て
み
る

と
、
区
民
メ
ン
バ
ー
の
内
、
約
三
分
の
一
は
発
見
塾

メ
ン
バ
ー
、
三
分
の
一
は
他
の
区
民
活
動
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
者
、
三
分
の
一
は
特
段
の
活
動
を
行
っ
て

い
な
い
一
般
区
民
と
な
っ
て
い
る
。
募
集
に
あ
た
っ

て
は
広
報
等
の
他
、
区
役
所
の
各
係
が
把
握
す
る
区

民
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
直
接
参
加
要
請
や
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
の
高
い
層
へ
の
参
加
者
の
広
が
り
を
め

ざ
し
、
い
い
ま
ち
鶴
見
運
動
や
発
見
塾
の
発
行
物
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
へ
も
案
内
を
送
付
し
た
。
最

終
的
な
参
加
は
、
全
員
個
人
資
格
に
よ
る
公
募
で
あ

る
が
、
人
数
だ
け
か
ら
見
た
結
果
で
も
、
発
見
塾
メ

ン
バ
ー
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
し
、
実
際
の
検

討
作
業
を
通
じ
て
も
事
業
意
図
の
浸
透
や
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
問
題
意
識
に
は
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で
の
検
討
は
、
ま
ち
を

魅
力
的
に
す
る
方
法
や
視
点
を
抽
出
し
・
整
理
し
、

付
随
す
る
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ

の
検
討
作
業
自
体
が
参
加
し
た
区
民
の
連
携
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
情
報
収
集
の
方
法
と
し
て

と
ら
れ
て
い
る
区
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
、
さ
ら
な
る

区
民
の
輪
の
広
が
り
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

オ
区
役
所
内
部
組
織
の
連
携
体
制
と
調
整
会
議

　
次
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
一
方
の
構
成
員
で
あ

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政 る

行
政
メ
ン
バ
ー
の
連
携
の
方
法
と
状
況
を
見
る
。

行
政
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
区
役
所
内
五
課
と
鶴
見

図
書
館
、
さ
ら
に
企
画
局
と
都
市
計
画
局
よ
り
の
支

援
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

本
事
業
を
通
じ
て
、
区
役
所
内
の
情
報
・
事
業
の
有

機
的
な
連
携
を
強
化
す
る
目
的
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
特
に
区
役
所
内
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
前
と
後
に
随
時
会
合
を
も
ち
、
検

討
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
や
成
果
の
確
認
・
整
理
、
等

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
各
課
の
も

つ
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
や
地
域
情
報
な
ど

が
、
自
然
と
や
り
と
り
さ
れ
る
こ
と
で
、
肩
肘
の
は

ら
な
い
自
然
な
連
携
が
生
ま
れ
て
い
る
。

図‐４　鶴見大百科事典編纂ワークショップ
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鶴
見
図
書
館
の
参
加
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
域

惰
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
館
機
能
を
、
ま
ち
づ

く
り
サ
イ
ド
か
ら
活
用
す
る
と
い
う
面
で
、
新
た
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
体
進
行
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
行
っ
て
い
る
が
、
随
時
つ
く
ら
れ
る
作
業
グ

ル
ー
プ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
可
変
、
三
～
五
グ
ル
ー

プ
）
の
進
行
は
、
区
役
所
内
職
員
が
つ
と
め
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
区
役
所
メ
ン
バ
ー
が
傍
観
者
と

な
ら
ず
に
、
自
ら
区
民
の
意
見
を
調
整
し
つ
つ
、
論

議
を
ま
と
め
て
い
く
主
体
性
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
。

カ
今
後
の
区
民
連
携
の
方
向
性

　
本
稿
で
は
、
鶴
見
区
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
わ
る
区
民
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
輪
を
広
げ
、

そ
の
輪
の
中
に
区
役
所
組
織
が
相
互
に
連
携
を
保
ち

な
が
ら
入
り
込
ん
で
い
く
試
み
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
試
み
の
プ
ロ
セ
ス
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
参
加
者
一
人
一
人
が
自
ら
動
い
て
前
に
進

ん
で
い
く
活
動
体
で
あ
る
こ
と
。
組
織
の
あ
り
方
が

緩
や
か
で
柔
軟
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
地
域
ま
ち
づ

く
り
意
識
の
一
貫
性
の
中
で
、
組
織
体
と
し
て
の
継

続
性
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
鶴
見
を
様
々
な
切
り
口
か
ら
と

ら
え
た
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
い
く
つ
も
存
在
す

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
や
、
団
体
が
行
う
活

動
を
通
し
て
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
連
携
を
生
み
出

し
て
い
く
か
が
、
鶴
見
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
と
し
て

の
課
題
の
一
つ
と
考
え
る
。

③
―
金
沢
区
の
試
み
－
横
浜
金
澤
地
域
総
合
研
究

　
　
集
団

　
金
沢
区
で
は
、
一
期
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
「
地
域
文
化
生
活
圏
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

策
定
」
と
「
街
づ
く
り
支
援
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」

の
二
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
横
浜
金
澤

地
域
総
合
研
究
集
団
の
果
た
し
て
い
る
役
割
と
仕
組

み
を
検
討
す
る
。

ア
横
濱
金
澤
地
域
総
合
研
究
集
団
と
は

　
横
浜
金
沢
地
域
総
合
研
究
集
団
は
、
区
役
所
を
中

心
と
す
る
行
政
と
金
沢
区
の
住
民
、
地
元
の
生
産

者
・
企
業
、
横
浜
市
立
大
学
等
の
大
学
研
究
機
関
の

連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。
学
生

や
専
門
家
的
な
市
民
、
行
政
職
員
を
中
心
に
現
在
ス

タ
ッ
フ
は
三
十
人
程
度
。
金
沢
区
の
総
合
的
な
街
づ

く
り
の
推
進
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
区
が
進
め
る

モ
デ
ル
事
業
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
調

査
・
研
究
を
行
う
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
と
区

民
の
自
主
的
な
地
域
活
動
を
支
援
す
る
街
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
的
な
機
能
の
両
方
を
併
せ
持
っ
て
い
る
（
図

－
５
）
。

　
研
究
集
団
自
体
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
平
成
八
年

度
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
と
な
っ
た
の
は
、
金
沢
区

役
所
が
自
主
事
業
と
し
て
、
平
成
五
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
た
「
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
推
進
事
業
」

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
区
の
職
員
と
区
民
の
有
志
、

横
浜
市
立
大
学
の
研
究
者
や
学
生
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
金
沢
発
掘
隊
」
が
、
金
沢

区
内
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
や
課
題
を
、
街
歩
き
イ
ベ

ン
ト
や
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
発
掘
し
、
そ
の
こ
と
を
「
街
づ
く
り
マ
ッ

プ
」
な
ど
の
媒
体
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に

知
ら
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
に
、
実
施
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

　
新
金
沢
発
掘
隊
が
、
横
濱
金
澤
地
域
総
合
研
究

集
団
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下

の
大
幅
な
組
織
的
な
改
変
を
行
っ
た
。

　
（
１
）
従
来
ま
で
の
横
浜
市
立
大
学
の
一
研
究
者
と

そ
の
ゼ
ミ
生
だ
け
で
な
く
、
市
立
大
学
内
の
他
の
社

会
学
・
社
会
福
祉
系
の
複
数
の
研
究
者
と
学
生
、
さ

ら
に
同
じ
く
区
内
に
あ
る
関
東
学
院
大
学
の
土
木
工

学
系
研
究
者
や
学
生
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
え
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
街
づ
く
り
の
調
査
研
究
を
行
え
る

ス
タ
ッ
フ
体
制
を
確
立
し
た
。

　
（
２
）
区
役
所
が
担
っ
て
き
た
事
務
局
機
能
を
研
究

集
団
の
内
部
に
組
織
的
に
移
行
さ
せ
る
と
共
に
、
単

一
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
そ
の
時
々

図‐５　横濱金澤地域総合研究集団　平成９年度組織図
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に
単
発
的
に
実
施
す
る
体
制
を
改
め
、
対
象
と
す
る

テ
ー
マ
や
エ
リ
ア
ご
と
に
年
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結

成
し
て
、
恒
常
的
に
人
材
育
成
か
ら
調
査
、
企
画
、

実
行
、
評
価
ま
で
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
う
体

制
を
組
ん
だ
。

　
（
３
）
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

活
動
テ
ー
マ
ご
と
に
研
究
集
団
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
新
金
沢
発
掘
隊
が
発
掘
し
て
き
た
地
域
の
人
材

や
グ
ル
ー
プ
を
、
事
業
推
進
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

や
知
恵
袋
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
た
。

　
す
な
わ
ち
発
掘
・
発
見
・
啓
発
型
の
組
織
か
ら
、

活
用
・
創
造
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
の
組
織
へ
の

転
換
で
あ
る
。

イ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
中
で

果
た
す
役
割

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
事
業
展
開
の
中
で
、
横
濱

金
澤
地
域
総
合
研
究
集
団
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
「
侍
従
川
・

平
潟
湾
エ
コ
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｊ
」
を
例
に
と
っ
て
、
検
証

を
し
て
み
た
い
。

・
侍
従
川
・
平
潟
湾
流
域
圏
の
ま
ち
づ
く
り
と
エ
コ

ア
ッ
プ
Ｐ
Ｊ

　
侍
従
川
～
平
潟
湾
流
域
は
、
源
流
か
ら
海
ま
で
区

内
で
完
結
す
る
水
系
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
旧
市
街

地
と
丘
陵
部
の
新
興
住
宅
街
か
ら
な
る
逗
子
や
横
須

賀
に
近
い
区
南
部
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

近
年
、
町
内
会
・
自
治
会
や
「
ふ
る
さ
と
侍
従
川
に

親
し
む
会
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
河
川
の
清
掃
や
葦
の
植
栽
と
い
っ
た
生
態
系

復
元
の
た
め
の
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
金

沢
区
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
住
民
の
自
主
的
な
環
境

保
全
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
海
と
川
の
魅
力
を
生

か
し
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
研
究
集
団
も
平
成
八
年
発
足
以
来
、
独
自
に
地
元

住
民
の
環
境
保
全
の
た
め
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
調
査

活
動
に
協
力
を
し
、
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
中
で
平
成
九
年
度
に
県
治
水
事
務
所

と
市
緑
政
局
か
ら
、
侍
従
川
中
流
域
護
岸
へ
の
階
段

と
ミ
ニ
公
園
の
一
体
的
な
整
備
を
市
民
参
加
に
よ
っ

て
推
進
す
る
と
い
う
事
業
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ

に
応
え
る
形
で
、
研
究
集
団
の
侍
従
川
エ
コ
ア
ッ
プ

Ｐ
Ｔ
Ｊ
と
し
て
、
関
東
学
院
及
び
横
浜
市
立
大
学
の
研

究
者
・
学
生
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
生
物
の
専
門
家
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
区
役
所
と
共
に
地
元
調
整
に
入
っ

た
。
（
図
－
６
）

　
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
研
究
集
団
は
、
図
　
の
通

り
以
下
の
三
点
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。

●
様
々
な
住
民
主
体
の
意
見
が
、
公
園
整
備
に
あ

た
っ
て
反
映
さ
れ
る
よ
う
地
元
で
活
動
す
る
テ
ー
マ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
同
で
、
緑
政
局
の
協
力
の
も
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で
行
う
。

●
公
園
整
備
事
業
が
、
侍
従
川
・
平
潟
湾
流
域
圏
全

体
の
街
づ
く
り
の
方
向
性
と
整
合
性
が
取
れ
る
よ
う

に
調
整
す
る
。

●
階
段
及
び
公
園
整
備
後
の
管
理
主
体
の
育
成
と
こ

の
公
園
整
備
事
業
が
、
流
域
圏
全
体
の
街
づ
く
り
の

中
で
、
次
の
事
業
の
呼
び
水
と
な
る
仕
掛
け
を
区
と

共
に
考
え
る
。

　
従
来
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
施
設
整
備
に
対
す

る
市
民
参
加
の
試
み
は
、
そ
れ
単
独
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
施
設
が
整
備
さ
れ
て
し
ま
う
と
そ

こ
で
形
成
さ
れ
た
市
民
主
体
も
解
消
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
往
々
に
し
て
あ
っ
た
。
今
回
の
ケ
ー
ス
は

研
究
集
団
が
関
わ
り
、
緑
政
局
と
区
役
所
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

公
園
づ
く
り
を
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
全

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政

侍従川エアコッププラン

目的：侍従川のエコミュージアム化
事業：親水階段及びミニ公園の一体的な整備手法：ワークショップ「侍従川学校」の実施

図‐６体
の
ビ
ジ
ョ
ン
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
く
循
環
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
つ
の
試
み
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
今
後
の
課
題
－
地
域
の
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

　
以
上
見
て
き
た
通
り
、
金
沢
区
の
場
合
は
、
横
浜

金
澤
地
域
総
合
研
究
集
団
と
い
う
金
沢
区
の
街
づ
く

り
を
総
合
的
な
見
地
か
ら
調
査
、
研
究
、
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る

事
で
、
区
役
所
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
機
能
‐
個
別

の
事
業
や
施
策
を
相
互
に
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
を
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
仕

組
み
を
用
意
し
た
り
、
創
出
し
て
い
く
役
割
－
を
強

化
し
よ
う
と
し
た
。

　
「
研
究
集
団
」
の
活
動
自
体
、
現
在
実
験
段
階
で

あ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
、
緑
政
局
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や
、
各
地
域
施
設
、
地
元
住
民
の
方
々
の
常
な
ら
ぬ

協
力
が
あ
っ
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
言

え
る
。
今
後
、
学
生
主
体
の
組
織
的
不
安
定
さ
の
解

消
や
よ
り
高
度
の
専
門
性
の
獲
得
な
ど
課
題
も
多
い
。

　
た
だ
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
身
近
な
地

域
ま
ち
づ
く
り
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
達
成
し
な
が
ら
、
地
域
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
モ
デ
ル

と
し
て
検
討
に
値
す
る
試
み
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

な
い
。

④
－
戸
塚
区
地
区
懇
談
会

ア
地
区
懇
談
会
の
概
要

　
戸
塚
区
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
一
期
分
（
平
成
八
、
九
年
度
）
と
し
て
実
施
さ
れ
て

　
い
る
地
区
懇
談
会
（
以
下
「
ち
く
こ
ん
」
と
い
う
）

　
は
、
区
内
に
あ
る
十
五
地
区
連
合
を
単
位
と
し
て
、

　
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
住
民
と
行
政
の
率
直
な
話
し

　
合
い
と
実
践
的
な
活
動
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
仕
組

　
み
で
あ
り
、
連
合
町
内
会
・
区
民
会
議
・
区
役
所
の

　
三
者
が
協
働
し
て
住
み
よ
い
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
推
進
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
こ
の
懇
談
会
の
原
形
は
、
区
民
会
議
の
街
づ
く
り

分
科
会
主
催
で
平
成
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

　
「
地
域
の
集
い
」
に
あ
る
が
、
こ
の
集
い
は
地
域
の

要
望
・
陳
情
を
ま
と
め
る
場
に
な
り
、
参
加
者
同
士

の
意
見
交
換
が
で
き
ず
形
式
的
な
懇
談
会
に
な
り
が

ち
で
あ
っ
た
。
平
成
七
年
度
か
ら
は
、
こ
う
し
た
点

を
改
善
す
べ
く
、
主
催
を
連
合
町
内
会
・
区
民
会

議
・
区
役
所
の
三
者
に
し
た
他
、
連
合
町
内
会
及
び

区
役
所
が
そ
の
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
事
前

準
備
や
情
報
提
供
、
会
議
形
式
な
ど
に
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
平
成
八
年
度
か
ら
は
、

開
催
回
数
を
年
二
回
に
増
や
し
、
話
し
合
い
は
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
車
座
で
行
う
、
そ
の
結
果
は
地
図
や

模
造
紙
に
整
理
、
発
表
す
る
な
ど
の
工
夫
を
講
じ
た
。

ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
場
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
鮮
明
に
し
た
他
、
課
題
解
決
に
向
け
て

地
域
が
担
う
べ
き
役
割
と
区
役
所
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
新
し
い
ル
ー
ル
を
徐
々
に

作
り
上
げ
て
き
て
お
り
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し

て
形
を
整
え
て
き
て
い
る
（
図
‐
７
参
照
）
。

イ
「
ち
く
こ
ん
」
の
成
果
と
特
徴

　
平
成
八
、
九
年
度
の
「
ち
く
こ
ん
」
で
具
体
的
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、
バ
ス
路

線
新
設
、
道
路
改
良
、
河
川
整
備
、
公
園
整
備
な
ど

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
ハ
ー
ド
事
業
が
多
い
。

　
例
え
ば
、
バ
ス
路
線
新
設
の
場
合
、
平
成
九
年
十

二
月
に
開
通
し
た
鳥
が
丘
、
上
矢
部
方
面
と
戸
塚
駅

西
口
を
結
ぶ
バ
ス
ル
ー
ト
は
、
二
つ
の
連
合
町
内
会

区
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
両
地
区
そ
れ
ぞ
れ

の
「
ち
く
こ
ん
」
で
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。
駅
か
ら

遠
い
地
区
で
は
当
然
バ
ス
導
入
を
望
む
声
が
高
か
っ

た
が
、
駅
に
近
い
地
区
で
は
バ
ス
ル
ー
ト
の
必
要
性

は
認
め
る
も
の
の
、
大
き
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
た
。

戸
塚
駅
周
辺
の
道
路
が
狭
く
、
歩
道
が
確
保
で
き
な

い
部
分
が
あ
り
、
車
の
渋
滞
悪
化
も
懸
念
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
道
路
沿
い
の
住
民
は
、
駅
に
近
い
た
め
バ

ス
が
導
入
さ
れ
て
も
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
が
、
影

響
を
直
接
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
「
総
論
賛
成
、
各

論
反
対
」
の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
課
題
解
決
に
向

け
て
は
、
「
ち
く
こ
ん
」
の
場
以
外
で
も
、
二
つ
の

地
区
の
代
表
者
に
区
役
所
が
加
わ
り
、
何
度
も
話
し

合
い
の
場
が
持
た
れ
た
。
住
民
の
熱
意
で
連
合
町
内

図‐７　戸塚区の「地区懇談会」会
、
単
一
町
内
会
相
互
の
綿
密
な
調
整
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
、
行
政
側
も
土
木
事
務
所
が
歩
行
者
の
安
全

対
策
を
施
す
と
と
も
に
、
道
路
拡
幅
に
つ
い
て
具
体

的
な
動
き
を
見
せ
る
な
ど
、
地
域
と
行
政
が
積
極
的

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
。

　
「
ち
く
こ
ん
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
を
始
め
て
か

ら
わ
ず
か
一
年
半
で
、
地
域
念
願
の
バ
ス
ル
ー
ト
新

設
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
名
瀬
川
に
ふ
た
を
し
て
専
用
歩
道
に
す
る
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
計
画
で
は
、
「
ち
く
こ
ん
」
と
は
別
に
具
体

的
な
提
案
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

こ
れ
に
は
大
勢
の
地
域
の
方
々
が
参
加
し
、
地
域
で

管
理
す
る
こ
と
を
前
提
に
話
し
あ
っ
た
結
果
、
地
域

の
交
流
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
た
い
、
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
遊
具
が
ほ
し
い
な
ど
の
提
案
が

調査季報133号･1998.3●32



あ
っ
た
。
し
か
し
、
遊
具
設
置
の
提
案
は
道
路
法
上

難
し
い
。
土
木
事
務
所
で
は
地
域
住
民
の
熱
い
要
望

に
応
え
よ
う
と
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

最
終
的
に
動
物
や
汽
車
の
乗
物
は
「
ベ
ン
チ
」
、
砂

場
は
「
植
栽
帯
の
一
部
」
と
い
う
妙
案
を
工
夫
。

　
「
ベ
ン
チ
」
や
舗
装
の
色
、
植
栽
な
ど
を
町
内
会
で

検
討
し
、
土
木
事
務
所
と
調
整
の
結
果
三
月
に
計
画

案
が
ほ
ぼ
了
承
さ
れ
、
平
成
九
年
度
か
ら
事
業
に
着

手
さ
れ
て
い
る
。
公
園
が
少
な
い
地
域
の
住
民
の
長

年
の
夢
が
実
現
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る

　
（
図
‐
８
）
。

　
平
成
八
年
度
の
「
ち
く
こ
ん
」
は
、
区
内
十
五
地

区
連
合
の
う
ち
十
一
地
区
で
開
催
さ
れ
た
が
、
次
に

示
す
よ
う
な
三
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
の

特
徴
は
、
す
で
に
あ
る
仕
組
み
の
問
題
点
や
課
題
を

点
検
す
る
中
か
ら
、
従
来
の
要
望
陳
情
型
か
ら
地
域

の
懸
案
課
題
解
決
型
へ
と
転
換
を
図
ろ
う
と
、
実
践

的
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
て
お
り
、
次
第

に
「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
場
」
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
年
二

回
し
か
開
催
さ
れ
な
い
「
ち
く
こ
ん
」
自
体
は
、
全

体
的
な
課
題
認
識
や
解
決
の
方
向
性
な
ど
を
意
見
交

換
す
る
場
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
認
識
に
基
づ
い
て
連
携
し
な
が
ら
、
日
常
的
に

課
題
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
活
動
を
継
続
し
て
展

開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
「
ち
く
こ
ん
」
は
連
合
町
内
会
・

区
民
会
議
・
区
役
所
の
三
者
が
協
働
し
て
取
り
組
む

事
業
で
あ
り
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
懸
案
課
題

を
洗
い
出
し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば
、
連
合
の
中
に
も
複
数
の
単
位
町
内
会

が
あ
り
、
時
に
は
い
く
つ
か
の
町
内
会
同
士
で
利
害

が
対
立
し
た
り
、
進
め
方
で
意
見
を
異
に
し
た
り
と

い
っ
た
事
態
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
従
来
だ
と
地

域
内
で
意
見
対
立
が
表
面
化
す
る
と
、
地
区
連
合
側

も
行
政
側
も
腰
が
引
け
、
解
決
策
や
計
画
が
頓
挫
す

る
の
が
常
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
三
者
で
課
題
解
決

策
を
話
し
合
う
「
ち
く
こ
ん
」
と
い
う
仕
組
み
が
あ

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
と
か
し
よ
う
と

前
向
き
に
動
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
「
ち
く
こ
ん
」
で
比
較
的
簡
単

に
解
決
で
き
達
成
感
を
実
感
で
き
る
課
題
は
地
域
生

活
に
身
近
な
道
路
・
水
路
・
小
公
園
な
ど
の
整
備
で

あ
り
、
そ
の
課
題
解
決
で
上
木
事
務
所
な
ど
の
地
域

事
務
所
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
比

較
的
早
く
成
果
が
得
ら
れ
た
地
域
で
は
、
区
政
推
進

課
と
戸
塚
土
木
事
務
所
の
連
携
が
う
ま
く
働
い
て
い

る
場
合
が
多
い
。
地
域
に
は
身
近
な
課
題
が
数
多
く

横
た
わ
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
道
路
問
題
の
解
決
策

と
し
て
一
部
拡
幅
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
通
過
交

通
な
ど
の
交
通
規
制
、
交
差
点
改
良
、
街
路
樹
植
栽

な
ど
が
提
案
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
き
め

細
か
な
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、
土
木
事
務
所
の
役

割
が
大
き
く
、
区
政
推
進
課
な
ど
の
地
域
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
担
当
が
土
木
事
務
所
に
話
を
つ
な
ぐ
役

割
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
「
ち
く
こ
ん
」
の
今
後
の
可
能
性

　
今
後
は
、
町
内
会
・
自
治
会
役
員
だ
け
で
開
か
れ

が
ち
な
懇
談
会
参
加
者
の
枠
を
押
し
広
げ
、
幅
広
く

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
進
め
る
た
め
の
仕
組
み

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
土
木
事
務
所
と
の
連
携
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
福
祉
分
野
な
ど
市
役
所
内
の
様
々
な

セ
ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を
模
索
し
つ
つ
あ
る
が
、
今

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政

後
も
一
層
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
ま
し
て
「
ち
く
こ
ん
」
の
機
能
・
役
割

を
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
の
時
代
の
中
で
、
ど
の

よ
う
に
明
確
化
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
る
。
特

に
、
具
体
的
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
地
域
の
事

例
を
他
地
域
に
も
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
、
平

成
八
年
度
末
に
開
催
さ
れ
た
「
ち
く
こ
ん
情
報
交
換

会
」
の
拡
充
、
区
民
会
議
の
中
で
の
情
報
交
換
（
平

成
九
年
度
か
ら
「
ち
く
こ
ん
連
絡
部
会
」
を
設
置
）

な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

　
一
方
、
戸
塚
区
で
は
平
成
八
年
度
か
ら
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
ち
く
こ

ん
」
と
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
の
二
つ
を
持
っ

て
い
る
。
前
者
が
地
域
の
当
面
す
る
課
題
解
決
を
図
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る
仕
組
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
地
域
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
仕
組
み
、
と
い
う
違
い
が

あ
る
が
、
「
ち
く
こ
ん
」
か
ら
検
討
会
へ
　
（
「
名
瀬
川

に
親
し
む
会
」
は
河
川
清
掃
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
、
検
討
会

の
プ
ラ
ン
検
討
成
果
を
「
ち
く
こ
ん
」
に
、
と
い
う

よ
う
に
、
相
互
の
連
携
も
試
み
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
て
実

施
す
る
中
か
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
拡
充
強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
（
図
－
８
）
。

３

区
役
所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の

モ
デ
ル
ー
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
行
う
た
め
に

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
現
在
進
行
中
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
一
部
で
あ
る
。
各
区
役

所
は
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、
区
役
所
と
地
域
社
会

と
の
接
点
の
あ
り
方
を
試
行
し
て
い
る
、
が
こ
こ
で

は
、
す
で
に
あ
げ
た
事
例
を
検
討
す
る
な
か
で
、
区

役
所
が
持
つ
べ
き
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
モ
デ

ル
を
設
定
し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
結
論
的
に
い
え
ば
、
区
役
所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
機
能
の
モ
デ
ル
と
は
、
地
域
社
会
の
な
か
の
合
意

形
成
機
能
を
担
う
中
間
シ
ス
テ
ム
と
区
役
所
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
と
の
や
り
と
り
を
指
し
、
両
者
の

ス
ム
ー
ス
な
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は

推
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
も
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の

機
能
が
成
熟
し
た
時
に
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
（
図
－
９
）
。

　
①
－
中
間
シ
ス
テ
ム
の
意
味
と
役
割

　
　
こ
こ
で
い
う
中
間
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
域
の
課
題

　
を
ま
と
め
た
り
、
行
政
と
の
役
割
分
担
の
も
と
に
、

　
地
域
の
利
害
調
整
を
自
ら
行
い
、
可
能
な
地
域
の
ま

　
ち
づ
く
り
活
動
を
担
い
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
で

　
あ
る
。
中
間
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
住
民
と
の
間
に

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
を
も
ち
、
ま
た
、
行
政
と
も

　
や
り
と
り
を
行
う
と
い
う
意
味
で
、
行
政
と
地
域
住

　
民
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
型
の
行

　
政
か
ら
地
元
へ
の
協
力
・
要
請
、
地
元
か
ら
の
行
政

　
へ
の
要
望
・
陳
情
と
い
う
一
方
向
の
市
民
と
行
政
の

　
関
係
を
、
双
方
向
の
や
り
と
り
可
能
な
関
係
に
変
え

　
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
も
行
政
も
創
造
的
な
パ
ー

　
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ヘ
の
変
革
が
必
要
と
な
る
。
行
政
内

　
に
も
、
地
域
内
に
も
や
り
と
り
を
行
う
仕
組
が
で
き

　
あ
か
っ
て
い
か
な
い
限
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関

　
係
は
継
続
し
な
い
。

　
　
中
間
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
横
浜
市
の
各

　
地
域
に
成
熟
し
た
形
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な

　
い
。
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
形
は
様
々
だ
が
、
萌
芽

　
的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
事
例

　
に
み
る
よ
う
に
、
多
く
は
、
行
政
の
仕
掛
け
に
よ
っ

　
て
、
そ
の
内
実
が
活
性
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
戸
塚
区
地
区
懇
談
会
は
、
区
連
合
町
内
会
、
区
民

　
会
議
、
区
役
所
の
三
者
共
催
で
お
こ
な
い
、
既
成
の

　
組
織
の
再
活
性
化
を
行
い
な
が
ら
地
域
の
課
題
解
決

　
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
中
間
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
「
ち
く
こ
ん
」
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
で
、

　
各
地
域
で
は
、
地
域
の
課
題
設
定
を
し
た
の
ち
、
連

　
合
町
内
会
役
員
、
単
位
町
内
会
役
員
、
区
民
会
議
委

　
員
等
が
、
一
般
住
民
と
の
議
論
の
場
を
設
定
し
た
り
、

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
課
題
解
決
へ
の
動
き
を

　
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
中
間

図‐９　《理想型》持続可能な地域まちづくりの図式

シ
ス
テ
ム
（
こ
の
場
合
、
自
治
会
・
町
内
会
役
員
や

区
民
会
議
委
員
等
既
存
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
主

流
）
は
、
課
題
解
決
型
組
織
、
動
け
る
組
織
へ
活
性

化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
一
方
、
横
浜
金
庫
地
域
総
合
研
究
集
団
は
、
知
的

地
域
資
源
と
し
て
の
大
学
を
拠
点
に
区
役
所
と
区
民

の
間
を
取
り
結
ぶ
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
区
役
所
の
区
政
推
進
課
と
情
報
を
共
有
し
、

課
題
解
決
へ
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
一
般
住
民
と
区

役
所
と
の
役
割
分
担
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
、
調
査
・
研
究
機
能
を
持
つ
専
門
性
の
高
い
特
徴

調査季報133号・1998.3●34



を
持
つ
中
間
シ
ス
テ
ム
と
い
え
よ
う
。

　
「
鶴
見
大
百
科
事
典
編
纂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

情
報
の
共
有
化
、
課
題
の
収
集
等
学
習
段
階
に
あ
る

が
、
市
民
団
体
、
市
民
同
士
の
ネ
ー
ツ
ト
ワ
ー
ク
化

を
は
か
り
な
が
ら
課
題
解
決
の
た
め
の
調
整
的
機
能

を
持
つ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
展
開
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

　
「
今
井
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
」
は
、
地
区

セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
し
て
、
期
限
付
き
で
役
割
が
限

定
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
建
設
委

員
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
は
、
利
用
し
や
す
い
施
設

の
設
計
と
い
う
当
面
の
目
的
と
同
時
に
、
長
い
目
で

み
れ
ば
、
運
営
組
織
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
多
く
の
学
習
機
会
や
議
論
の
場
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
織
り
込
ま
れ
て
お

り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
中
間
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
仕
組
み
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
多
く

は
、
そ
の
事
業
に
よ
り
仕
組
み
と
方
法
は
異
な
る
が
、

地
域
社
会
の
中
間
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
そ
の
内
容
の

充
実
に
向
け
て
の
試
み
と
も
い
え
よ
う
。

②
－
区
役
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
モ
デ
ル

　
次
に
中
間
シ
ス
テ
ム
と
の
や
り
と
り
を
可
能
と
す
る

区
役
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。

　
従
来
ま
で
の
単
一
事
業
目
的
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
で
は
な
く
、
地
域
の
総
合
的
課
題
に
対
応
し

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
モ
デ
ル
は
、
大
き
く
二

点
あ
る
。

　
一
つ
は
、
中
間
シ
ス
テ
ム
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

に
お
け
る
区
役
所
の
姿
勢
で
あ
る
。

　
中
間
シ
ス
テ
ム
は
、
行
政
の
事
業
の
協
力
要
請
の

仕
組
で
は
な
い
。
行
政
職
員
と
市
民
が
議
論
し
、
学

習
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う

場
で
あ
る
。
区
役
所
は
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
解

決
へ
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
提
示
す
る
の
と
同
時
に
、

解
決
不
可
能
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
理
由
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
。
戸
塚
区
の
事
例
に
み
る
よ
う
に
、

バ
ス
ル
ー
ト
の
決
定
と
い
う
責
任
を
住
民
自
身
が

担
っ
た
の
は
、
ま
ず
、
区
役
所
が
で
き
る
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
の
主
体
的
な
動
き
の
な
い

と
こ
ろ
に
無
理
に
対
応
し
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
区
役
所
内
部
や
地
域
事
務
所
及
び
局

へ
の
つ
な
ぎ
を
可
能
と
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能

で
あ
る
。
地
域
の
課
題
は
総
合
的
で
あ
り
、
縦
割
り

の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
事
業
だ
け
で
解
決
す
る
事

は
不
可
能
で
あ
る
。
区
役
所
内
部
で
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
日
頃
の
横
つ
な
ぎ
の
情
報
交
換
が
欠
か

せ
な
い
が
、
単
に
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
が
テ
ー
ブ
ル
を

囲
む
の
み
で
な
く
、
具
体
的
な
課
題
へ
の
解
決
の
た

め
に
連
携
す
る
と
い
う
実
績
を
積
む
こ
と
が
必
要
と

な
ろ
う
。

　
一
方
局
と
区
の
関
係
で
は
、
協
力
・
支
援
の
関
係

を
双
方
向
で
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
情
報

の
ス
ト
ッ
ク
を
持
ち
、
議
論
の
下
地
が
用
意
で
き
て

い
る
区
役
所
は
、
局
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
頼
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
局
の
計
画
も
事
業
も
区
役
所
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
ら
れ
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
無
用
の
反
発
と
混
乱
は

避
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

③
－
区
役
所
の
体
制
強
化

　
戸
塚
区
「
ち
く
こ
ん
」
の
事
務
局
は
、
区
政
推
進

課
が
担
っ
て
い
る
。
区
政
推
進
課
の
広
報
相
談
係
と

企
画
調
整
係
の
二
係
が
、
地
域
を
分
担
し
、
課
題
を

分
析
し
、
各
「
ち
く
こ
ん
」
の
シ
ナ
リ
オ
を
練
っ
て

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
④
区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政

い
る
。
防
災
拠
点
の
担
当
も
各
ち
く
こ
ん
に
参
加
し
、

ま
た
、
ち
く
こ
ん
の
情
報
は
、
翌
週
の
部
課
長
会
で

報
告
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
区
政
推
進
課
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
は
、
今
後
の
区
役
所
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　
身
近
な
地
域
の
住
み
易
さ
の
向
上
と
課
題
の
解
決

の
た
め
に
こ
そ
、
区
役
所
の
主
要
な
役
割
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

機
能
の
要
を
担
う
現
行
の
区
政
推
進
課
の
機
能
強
化

と
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
仕
事
の
枠
組
み
の
再
設
定
が
要

請
さ
れ
よ
う
。

　
区
役
所
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
の
モ
デ
ル
は

地
域
の
利
害
調
整
や
合
意
形
成
を
行
う
中
間
シ
ス
テ

ム
の
成
熟
と
区
役
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
充

実
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
初
め
て
可
能
に
な

る
の
で
あ
る
。
区
役
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蓄
積
を
バ
ッ

ク
に
様
々
な
段
階
で
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
、
成
熟
し
た
中
間
シ
ス
テ
ム
を
、
市
民
と

行
政
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
を
持
つ
仕
組
み

と
し
て
制
度
的
に
認
知
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
と

と
も
に
、
今
後
の
検
討
が
待
た
れ
る
。

　
本
稿
は
、
以
下
の
メ
ン
バ
ー
と
の
議
論
を
基
に
、

執
筆
分
担
を
し
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
〈
内
海
宏
＝
地
域
計
画
研
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所
／
山
路
清
貴
＝
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Ｕ

Ｒ
建
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・
都
市
・
研
究
コ
ン
サ
ル
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ト
／
手
塚
文

雄
＝
戸
塚
区
区
政
推
進
課
長
／
木
村
祥
幸
＝
保
土
ヶ

谷
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長
／
橋
本
勝
＝
鶴
見

区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長
／
市
川
太
郎
＝
同
区

企
画
調
整
係
／
堀
敏
彦
＝
金
沢
区
区
政
推
進
課
企
画

調
整
係
長
／
小
林
康
夫
＝
市
民
局
地
域
振
興
課
／
中

川
久
美
子
＝
企
画
局
調
査
課
担
当
係
長
／
関
口
昌
幸

＝
同
局
調
査
課
〉
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